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三
木
家
住
宅
の
保
存
・
活
用
を
め
ぐ
る
取
り
組
み

長
谷
川
　
幸
子

は
じ
め
に

　

福
崎
町
は
兵
庫
県
の
中
央
部
よ
り
や
や
南
側
に
位
置
し
、
播
磨
平
野

の
北
西
部
の
一
角
を
占
め
る
。
町
の
中
央
部
に
は
市
川
の
清
流
が
流
れ

て
お
り
、
播
磨
平
野
の
肥
沃
な
土
地
で
は
農
業
が
営
ま
れ
、
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
縦
貫
自
動
車
道
と
播
但
連
絡
道
路

が
町
の
や
や
南
側
中
央
部
で
交
差
し
、「
福
崎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

を
も
つ
広
域
的
な
交
通
の
要
衝
地
で
も
あ
る
。
古
く
か
ら
、
姫
路
と
生

野
を
結
ぶ
生
野
街
道
と
北
条
か
ら
続
く
東
西
の
北
条
街
道
と
の
二
つ
の

街
道
が
交
差
す
る
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
人
や
文
化
が
行

き
か
っ
て
き
た
。

　

こ
の
二
つ
の
街
道
の
交
差
地
点
に
あ
た
る
辻
川
界
隈
は
、「
日
本
民

俗
学
の
父
」
柳
田
國
男
の
生
家
や
重
要
な
文
化
財
が
多
く
現
存
し
、
福

崎
町
第
五
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、「
柳
田
國
男
生
誕
の
地
・
福
崎
町
」

の
歴
史
文
化
資
源
の
保
全
活
用
核
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
辻

川
界
隈
の
地
域
資
源
の
活
用
が
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
で
あ
り
、「
民
俗

学
の
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
辻

川
界
隈
に
残
る
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
を
文
化
交
流
活
動
の
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
三
木
家
住
宅
の
保
存
・
活
用
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
を
、

三
木
家
住
宅
主
屋
が
展
示
施
設
と
し
て
公
開
を
開
始
し
た
平
成
二
九
年

度
以
降
の
二
年
間
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

一
　
三
木
家
住
宅
の
歴
史
と
公
開
ま
で
の
歩
み

　

三
木
家
は
英
賀
城
主
の
子
孫
と
さ
れ
る
。
の
ち
に
飾
磨(

現
姫
路

市)
で
酒
屋
を
営
ん
で
い
た
が
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）、
姫
路
藩

主
の
新
田
開
発
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
辻
川
村
（
現
福
崎
町
西
田
原
）

へ
移
り
住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
開
発
の
功
績
を
認
め
ら
れ
元
文
二
年
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（
一
七
三
七
）
に
姫

路
藩
辻
川
組
の
大
庄

屋
と
な
る
と
、
江
戸

時
代
を
通
じ
、
大
庄

屋
と
し
て
地
域
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し

た
。
ま
た
、
三
木
家

で
は
学
芸
に
強
い
関

心
を
持
つ
歴
代
の
当

主
に
よ
り
好
学
の
家

風
が
育
ま
れ
、
知
識

人
と
交
流
を
深
め
る

中
で
、
地
域
文
化
の

担
い
手
と
し
て
も
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
は
一
一
歳

の
松
岡
國
男
（
の
ち
の
柳
田
國
男
）
を
一
年
間
預
か
っ
て
い
る
。
三
木

家
で
の
大
量
の
書
物
の
読
書
体
験
が
、
柳
田
國
男
が
後
年
日
本
民
俗
学

を
生
む
基
礎
と
な
っ
た
。

　

三
木
家
の
建
物
は
、敷
地
内
に
主
屋
（
表
座
敷
）、副
屋
、離
れ
、内
蔵
、

米
蔵
、
酒
蔵
（
酒
造
蔵
）、
角
蔵
、
厩
、
表
門
が
現
存
し
、
こ
れ
ら
九

棟
の
建
物
す
べ
て
が
昭
和
四
七
年
に
兵
庫
県
重
要
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
三
木
家
住
宅
は
建
築
当
時
の
姿
を
よ
く
残
し
た
大
庄
屋

遺
構
と
し
て
、
建
築
学
的
に
貴
重
で
あ
る
と
同
時
に
、
近
代
に
お
い
て

は
、
民
俗
学
者
・
柳
田
國
男
、
生
野
鉱
山
寮
馬
車
道
（
銀
の
馬
車
道
）

と
の
関
わ
り
も
深
く
、
地
域
を
代
表
す
る
文
化
遺
産
で
あ
る
。

　

三
木
家
住
宅
は
、
平
成
一
六
年
に
公
有
化
と
な
り
、
福
崎
町
が
管
理
・

運
営
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
代
々
当
主
の
尽
力
に
よ
り
守
ら
れ
て
き

た
建
物
は
、
建
築
か
ら
三
〇
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
多
く
の
破
損
が
生

じ
て
い
た
た
め
、
三
木
家
住
宅
の
活
用
に
は
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
が
必

須
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
改
修
工
事
が
長
ら
く
望
ま
れ
て

き
た
。
兵
庫
県
の
補
助
を
受
け
、
平
成
二
二
年
度
に
念
願
の
保
存
修
理

工
事
に
着
手
し
、
平
成
二
八
年
度
に
主
屋
に
か
か
わ
る
工
事
が
終
了
し

た
こ
と
で
、
平
成
二
九
年
度
か
ら
主
屋
部
分
を
展
示
施
設
と
し
て
公
開

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

二
　
三
木
家
住
宅
を
め
ぐ
る
取
り
組
み

　

三
木
家
住
宅
の
修
理
に
あ
た
り
、
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
工
事

へ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
、
三
木
家
を
周
知
し
多
く
の
住
民
が
文
化

財
の
価
値
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
保
存
修
理
工
事
開
始

前
年
の
平
成
二
一
年
度
か
ら
、
福
崎
町
は
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研

究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
と
記
す
）
と

共
同
研
究
を
開
始
し
、
専
門
研
究
者
の
協
力
を
得
て
三
木
家
資
料
の
内

容
分
析
、
未
整
理
資
料
の
整
理
に
取
り
組
ん
だ
。
歴
史
文
化
遺
産
へ
の

三木家住宅　主屋
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況
の
変
化
や
、
収
蔵
場
所
の
都
合
で
資
料
が
分
散
保
管
さ
れ
て
い
る
現

状
か
ら
、
資
料
の
所
在
把
握
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
。
主
屋
を
展
示
施

設
と
し
て
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、
三
木
家
の
資
料
は
重
要
な
素
材
で

あ
り
、
早
急
に
資
料
の
現
状
把
握
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
問

題
は
資
料
の
把
握
だ
け
で
な
く
、
保
存
の
状
況
に
も
あ
っ
た
。
特
に
文

献
資
料
は
、保
管
場
所
に
よ
っ
て
は
湿
気
を
帯
び
て
い
る
も
の
が
多
く
、

カ
ビ
に
よ
る
傷
み
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
の
保
存
に
つ
い
て
も

対
応
が
急
が
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、

平
成
二
九
年
度
に
ま
ず
民
具
資
料
調
査
を
実
施
し
、
資
料
の
所
在
確
認

と
資
料
識
別
タ
グ
の

付
け
替
え
を
行
っ

た
。
そ
れ
に
引
き
続

き
、
平
成
三
〇
年
度

か
ら
は
文
献
資
料
調

査
を
開
始
し
た
。
資

料
と
目
録
を
照
合

し
、
資
料
を
保
存
に

適
し
た
中
性
紙
封
筒

へ
入
れ
替
え
を
進

め
、
三
木
家
の
大
切

な
資
料
を
継
承
し
て

興
味
・
関
心
を
育
む
た
め
、
研
究
成
果
は
広
報
誌
な
ど
を
通
じ
て
広
く

発
信
し
、
ま
た
地
域
住
民
と
共
に
作
業
を
進
め
た
。
こ
の
初
年
度
の
取

り
組
み
は
、
前
田
（
村
上
）
由
希
子
（
二
〇
一
〇
）
の
報
告
に
詳
し
い

の
で
参
照
さ
れ
た
い（

１
）。	

　

保
存
修
理
工
事
期
間
中
は
、
修
復
後
の
三
木
家
を
活
用
す
る
た
め
の

素
材
を
蓄
積
す
べ
く
、三
木
家
文
書
の
基
礎
的
調
査
を
進
め
て
い
っ
た
。

ま
た
、
住
民
に
三
木
家
住
宅
へ
引
き
続
き
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
保
存
修
理
工
事
の
過
程
で
の
発
見
や
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
定
期

的
な
発
信
、
工
事
現
場
で
の
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
周
知
を
図
っ
て
き

た
。

　

そ
し
て
、
主
屋
に
関
連
す
る
保
存
修
理
工
事
を
終
え
、
平
成
二
九
年

度
か
ら
、
三
木
家
住
宅
の
主
屋
部
分
を
三
木
家
や
地
域
の
歴
史
を
紹
介

す
る
展
示
施
設
と
し
て
公
開
を
開
始
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
三
木
家
の

歴
史
や
文
化
財
的
価
値
・
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
こ
の
二
年
間
で

行
っ
た
三
木
家
住
宅
の
活
用
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

（
一
）
資
料
調
査
と
保
存
の
取
り
組
み

　

三
木
家
住
宅
に
は
、
約
一
〇
〇
〇
〇
点
の
文
献
資
料
、
約
二
○
○
○

点
の
民
具
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
歴
史
を
伝
え
て
い
る
。

平
成
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
三
木
家
住
宅
総
合
調
査
報
告
書
』
に
お

い
て
、
文
献
及
び
民
具
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
か
ら
約

二
〇
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
三
木
家
住
宅
公
有
化
な
ど
取
り
巻
く
状

民具資料調査のようす
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い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
だ
。
膨
大
な
資
料
の
確
認
調
査
は
多
く
の
人
の

手
を
借
り
る
こ
と
で
な
ん
と
か
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
調
査
の
過
程
で

得
ら
れ
た
発
見
や
情
報
は
、展
示
活
動
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
目
録
作
成
以
後
に
発
見
さ
れ
未
調
査
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い

る
資
料
も
未
だ
多
く
あ
る
た
め
、
今
後
は
こ
れ
ら
資
料
の
調
査
も
順
次

進
め
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

（
二
）
資
料
の
活
用
と
展
示
公
開

　

三
木
家
の
歴
史
や
文
化
財
的
価
値
、
そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
常
設
展

示
に
加
え
、
平
成
二
九
年
度
に
は
特
別
展
示
「
三
木
家
文
書
に
み
る　

市
川
の
舟
運
と
高
瀬
舟
」
を
開
催
し
た
。「
銀
の
馬
車
道
」
の
日
本
遺

産
認
定
を
記
念
し
、
三
木
家
に
伝
わ
る
資
料
を
通
じ
て
、
か
つ
て
の
地

域
の
姿
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
民
具
調
査
の
成
果
を
活

用
し
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
火
鉢
や
ス
ト
ー
ブ
等
、
様
々

な
暖
房
器
具
を
紹
介
す
る
企
画
展
「
暖
房
用
具
展
」
を
行
っ
た
。
平
成

三
〇
年
度
に
は
文
献
資
料
調
査
の
成
果
を
活
か
し
、
特
別
展
示
「
三
木

家
好
学
の
当
主　

三
木
通
深
」
を
開
催
し
、
三
木
家
七
代
目
当
主
三
木

通
深
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
た
。
こ
れ
ら
資
料
の
活
用
と
展
示
は
、

三
木
家
住
宅
の
歴
史
文
化
資
源
と
し
て
の
活
用
の
基
礎
的
な
部
分
を
担

う
取
り
組
み
で
あ
り
、
新
た
な
三
木
家
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
る

場
で
あ
る
の
で
、
継
続
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
文
化
財
と
住
民
を
近
づ
け
る
イ
ベ
ン
ト

　

三
木
家
住
宅
は
文
化
財
と
し
て
保
存
・
継
承
さ
れ
、
歴
史
を
知
る
場

と
し
て
の
み
活
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
文
化
交
流
活
動
の
中

核
的
役
割
を
果
た
す
建
物
と
し
て
の
活
用
が
望
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
絵
画
展
、
講
演
会
・
講
習
会
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
、
多
く
の
来
館
者
を
得
て
、
文
化
交
流
の
拠
点
と
し
て
の

活
用
を
目
指
し
て
き
た
。
ま
た
、
三
木
家
住
宅
で
四
季
を
感
じ
る
機
会

と
し
て
、
地
域
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
雛
人
形
や
五
月
人
形
を
持

ち
寄
り
展
示
す
る
「
我
が
家
の
雛
人
形
展
」
や
「
我
が
家
の
五
月
人
形

展
」、
幼
い
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
風
鈴
づ
く
り
や
、
福

崎
町
特
産
の
ツ
ノ
ナ
ス
を
利
用
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
な
ど
、

H30 特別展示チラシ
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三
木
家
住
宅
を
会
場

と
す
る
こ
と
で
、
幅

広
い
年
代
の
住
民
に

三
木
家
住
宅
を
訪
れ

て
い
た
だ
く
機
会
を

作
っ
た
。
三
木
家
住

宅
を
地
域
の
活
動
の

拠
点
と
し
て
活
用
す

る
た
め
に
は
、
敷
居

の
高
い
文
化
財
と
し

て
三
木
家
住
宅
に
対

し
人
々
が
遠
巻
き
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、

二
つ
の
距
離
を
近
づ

け
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
三
木
家
住
宅
が
福
崎
町
の
住
民
に

と
っ
て
身
近
な
存
在
に
な
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
文
化
財
の
継
承
に
も

繋
が
っ
て
い
く
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
修
理
・
公
開
ま
で
に
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
様
々
な
検

討
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
三
木
家
住
宅
の
活
用
が
、
実
際
に
進
み
始
め
た

二
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
三
木
家
住
宅
を
魅
力
的
に

活
用
す
る
た
め
に
は
、
来
館
者
を
集
め
る
こ
と
の
で
き
る
展
示
・
催
し

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
三
木
家
の
持
つ
資
源
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
取
り
組
み
の
中
で

改
め
て
感
じ
た
。
資
料
の
照
合
作
業
を
通
し
て
、
三
木
家
住
宅
の
活
用

に
資
す
る
資
料
を
発
見
し
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
作
業
の
中

で
、
目
録
だ
け
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
専
門
研
究
者
の
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
行
政
と
大
学
が
連
携
し
て

事
業
を
お
こ
な
っ
た
成
果
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　

三
木
家
住
宅
が
住
民
の
身
近
な
文
化
財
と
し
て
、
福
崎
町
が
目
指
す

地
域
の
文
化
交
流
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
今
後
も
取
り

組
み
、現
在
活
用
の
場
と
な
っ
て
い
る
主
屋
以
外
の
建
物
に
つ
い
て
も
、

県
指
定
文
化
財
の
価
値
を
保
ち
な
が
ら
、
保
存
・
活
用
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。
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フ
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大
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文
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】』
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三
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頁
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四
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